
１ 

[1] 1) C6H5NO2 

   2) i) C6H5COOH + NaOH → C6H5COONa + H2O 

        C6H5OH + NaOH → C6H5ONa + H2O 

     ii) 同じ溶媒に対する溶解度が物質により異なることを利用し、溶媒を用いて目的とする物質を混合物の中か

ら分離する操作。 

[2] 1) C6H5ONa + H2O + CO2 → C6H5OH + NaHCO3 

   2) i) 白色沈殿：C6H3OBr3  83[%]  ii) (オ) 

[3] C6H5NH2 + HCl → C6H5NH3Cl 

[4] 水槽 C：(キ)  C6H5COONa + HCl → C6H5COOH + NaCl 

   水槽 E：(コ)  C6H5NH3Cl + NaOH → C6H5NH2 + NaCl + H2O 

[5] o-クレゾール：D  サリチル酸：C  トルエン：F 

２ 

[1] 1) Fe2O3(固)  + 3CO(気)  = 2Fe(固) + 3CO2(気) + 24(kJ) 

   アの名称：銑鉄 

   2) 石灰石の分解により生じた酸化カルシウムを結合させることにより、鉄鉱石中の不純物をスラグとして分離

するため。 

[2] 1) イ：酸素  ウ：鋼 

   2) 理由：高炉で生成した（ア）には炭素が多く含まれているため、これを燃焼させて気体として除去するため。 

     気体：CO 

[3] 1) C2H4 + 3O2 → 2CO2 + 2H2O 

   2) 気体：一酸化炭素 

     反応式：C2H4 + O2 → 2CO + 2H2 

   3) Fe2O3(固)  + 3H2(気)  = 2Fe(固) + 3H2O(気) － 99(kJ) 

   4) i) （コークスを用いた製鉄は）起こる反応が発熱反応であるのに対し、水素還元製鉄は起こる反応が吸熱反

応であるから。 

      ii) （コークスを用いた製鉄では）反応によって温室効果ガスである二酸化炭素が発生するが、水素還元製鉄

では反応によって温室効果ガスが発生しないから。 

  



 

～講評～ 

大問 1 芳香族化合物の抽出の問題でした。いずれも典型的な問題なので、できるだけミスをなくして解答したいと

ころです。 

大問 2 鉄の精製を題材とした中に熱化学方程式が含まれている問題でした。論述問題では［1］の石灰石を加える

理由は聖マリアンナ志望者なら知っておくべき問題で、［3］は熱化学方程式から読み取れることを素直に書

けばいいだけの問題でした。 

 

例年通り大問 2 題の出題で、ここ数年出題されていた描図問題ですが、本年度は出題されませんでした。2 科目

150 分と時間は十分にあり、難易度も例年並みかやや易化したため、ボーダーは 75％程度になると思われます。 

 


